風土的建築にみられる工夫を活かした設計提案 : 自然環境調整手法に着目して by 小島 一真



























































































































































































































































































































A.   B・ルドフスキー著　渡辺武信訳『建築家なしの建築』　1984 年　鹿島出版会　
B. ジョン・S・テイラー著　後藤久訳『絵典世界の建築に学ぶ知恵と工夫』　1989 年　彰国社
C. 布野修二『世界住居誌』　2005 年　昭和堂
D. 安藤邦廣 +筑波大学安藤研究室　『小屋と倉』　2010 年　建築資料研究所　
E. 河野 峻大  出口 清孝  川久保 俊『ヴァナキュラー建築のパッシブデザインの応用に関する研究－世界の気候分布に基づくアジア地域の
データベースの構築－』　2017 年 2 月　日本建築学会関東支部研究報告集
F. 菅原 圭子 / 出口 清孝『乾暑地域におけるヴァナキュラー建築の温熱環境に関する研究   採風塔の採風方法貯水施設の採　風効果の検証』 
　2010 年 11 月　日本建築学会環境系論文集　
G. 信藤 邦太 / 伊香賀 俊治 / 村上 周三 / 出口 清孝『CASBEE に基づくヴァナキュラー建築の環境性能評価』　2009 年 3 月　日本建築学会
関東支部研究報告集 　
H. 出口 清孝 / 細江 いずみ /村上 周三 / 小野 剛司『ヴァナキュラー建築の環境工学的研究  採風塔を持つ住居の屋内環境』　日本建築学会
学術講演梗概集 2006 年 7 月
I. 細江 いずみ / 村上 周三 / 伊香賀 俊治 / 早乙女 強 / 水石 仁 / 堀 静香 / 藤井 明『ヴァナキュラー建築の屋内環境の数値解析　と環境性能






















































































































































事例No. 名称 事例No. 名称
1 急勾配の茅葺き住居 21 トルドス
2 飛騨の板倉 22 夏の小屋ラマダ
3 トゥルッロ 23 日干し煉瓦のブドウ小屋
4 石と土の壁の家 24 チャーンのある家




























































































































































































































































A. 取り除く工夫 B. 活かし調節する工夫 C. 直接取り入れる工夫
自然

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































事例No 建設年 名称 設計者 掲載号




2004 斑鳩町の家 高砂正弘 住宅特集　2004.12
5
2004 アシタノイエ 小泉雅生 住宅特集　2005.01
6
2005 ストーン・ハウス 三分一博志 新建築　　 2005.10
7
2007 光の矩形 五十嵐淳 住宅特集　2009.01
8
9
2008 廊の家 武井誠+鍋島千恵 住宅特集　2009.01
10
2009 T博士の家 古谷誠章 住宅特集　2010.06
11
2011 Lemm Hut 中村好文 住宅特集　2011.02
12
2011 風の間 芦澤竜一 住宅特集　2012.12
13
2014 二重屋根の家 末光弘和+末光陽子 住宅特集　2014.04
14
2014 如風庵 光島裕介 住宅特集　2015.04
15
2015 リビングプール 増田慎吾+大坪克亘 住宅特集　2015.02
16
2015 Poly-house 藤原徹平 住宅特集　2014.11
17
2015 A　house for OISO 田根剛 住宅特集　2015.07
18
2015 On the water 日建設計 新建築　　 2015.10
19
2016 傘の家 末光弘和+末光陽子 住宅特集　2016.06
20
2016 ラジエータハウス 中村拓志 住宅特集　2016.06
21
2016 虹を探す家 中村拓志 住宅特集　2016.06
22
2016 SHIRASU 鈴木亜生 住宅特集　2016.06
23
2016 千葉・版築のいえ 薩田英男 住宅特集　2016.11
24
2017 我孫子の家 青木弘司 住宅特集　2017.02
25
2017 伊達の家 青木弘司 住宅特集　2017.11
26
2018 版築ハウス 齊藤正轂 住宅特集　2018.03
27






























































No.24Todoroki House in Valley では渓谷の高湿度の立地条件から、外構を湿地帯
に生息する植栽で囲み、湿気を涼しさに変換している。





















A.屋根 D.開口部  E.床 G.吹き抜け
風





























































































































































































































































































































約　　　   日183
沖縄・奄美
（参考都市：那覇）
( 現在の日数：96 日 )
約　　　   日105
東日本太平洋側
（参考都市：東京）
( 現在の日数：49 日 )
約　　　   日124
西日本日本海側
（参考都市：福岡）
( 現在の日数：57 日 )
約　　　   日141
西日本太平洋側
（参考都市：大阪）
















      
形成された年代が古く、洪積層を中心とした地盤。団結した地盤のため地震が起きた場合
でも揺れが増幅されにくいことから、被害は発生しにくい地域。
































地下 1ｍ　　　25.7℃（8月）　　　  　9.1℃（2月）









































































































































































Section   A-A`
East Elevation　S=1/100
▽GL±0


















































1. キッチン　　2. ダイニング　　3. 水盤
4. リビング　　5. 玄関　　6. 駐車場　
7. 洗面所　脱衣所　　8. 風呂　　9. 寝室








































































































































































































































Section    A-A`　S=1/100
Section   A-A`
West Elevation　S=1/100
4. 設計提案


















































































































































































































































































































































































































































































































倉を集めて居住地 ( 母屋 ) と海


























































































































































































































































































倉を集めて居住地 ( 母屋 ) と海
























倉を集めて居住地 ( 母屋 ) と海




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6）SD別冊 NO.8 住居集合論 3東欧・中東地域の形態論的考察　東京大学生産研究所・原研究室　鹿島出版　1976 年
7）SD別冊 NO.12 住居集合論 5西アフリカ地域集落の構造論的考察　東京大学生産研究所・原研究室　鹿島出版　1979 年
8）動く大地、住まいのかたち　中谷礼仁　岩波書店　2017 年
9）風景にさわる　長谷川浩己　丸善出版　2017 年
10) 河野 峻大  出口 清孝  川久保 俊『ヴァナキュラー建築のパッシブデザインの応用に関する研究－世界の気候分布に基づく
       アジア地域のデータベースの構築－』　2017 年 2月　日本建築学会関東支部研究報告集
11) 菅原 圭子 /出口 清孝『乾暑地域におけるヴァナキュラー建築の温熱環境に関する研究   採風塔の採風方法貯水施設の採　
       風効果の検証』 　2010 年 11 月　日本建築学会環境系論文集　
12) 信藤 邦太 /伊香賀 俊治 / 村上 周三 / 出口 清孝『CASBEE に基づくヴァナキュラー建築の環境性能評価』　2009 年 3月
   　日本建築学会関東支部研究報告集 　
13) 出口 清孝 / 細江 いずみ /村上 周三 /小野 剛司『ヴァナキュラー建築の環境工学的研究  採風塔を持つ住居の屋内環境』　
       日本建築学会学術講演梗概集 2006 年 7月
14) 細江 いずみ / 村上 周三 / 伊香賀 俊治 / 早乙女 強 / 水石 仁 / 堀 静香 / 藤井 明『ヴァナキュラー建築の屋内環境の数値








































































































































































































A.   B・ルドフスキー著　渡辺武信訳『建築家なしの建築』　1984 年　鹿島出版会　
B.ジョン・S・テイラー著　後藤久訳『絵典世界の建築に学ぶ知恵と工夫』　1989 年　彰国社
C. 布野修二『世界住居誌』　2005 年　昭和堂
D. 安藤邦廣 +筑波大学安藤研究室　『小屋と倉』　2010 年　建築資料研究所　
E. 河野 峻大  出口 清孝  川久保 俊『ヴァナキュラー建築のパッシブデザインの応用に関する研究－世界の気候
分布に基づくアジア地域のデータベースの構築－』　2017 年 2月　日本建築学会関東支部研究報告集
F. 菅原 圭子 / 出口 清孝『乾暑地域におけるヴァナキュラー建築の温熱環境に関する研究   採風塔の採風方法
貯水施設の採　風効果の検証』 　2010 年 11月　日本建築学会環境系論文集　
G. 信藤 邦太 / 伊香賀 俊治 / 村上 周三 / 出口 清孝『CASBEE に基づくヴァナキュラー建築の環境性能評価』　
2009 年 3月　日本建築学会関東支部研究報告集 　
H. 出口 清孝 / 細江 いずみ /村上 周三 / 小野 剛司『ヴァナキュラー建築の環境工学的研究  採風塔を持つ住居




































































































































































































































































































































































事例No 建設年 名称 設計者 掲載号




2004 斑鳩町の家 高砂正弘 住宅特集　2004.12
5
2004 アシタノイエ 小泉雅生 住宅特集　2005.01
6
2005 ストーン・ハウス 三分一博志 新建築　　 2005.10
7
2007 光の矩形 五十嵐淳 住宅特集　2009.01
8
9
2008 廊の家 武井誠 +鍋島千恵 住宅特集　2009.01
10
2009 T 博士の家 古谷誠章 住宅特集　2010.06
11
2011 Lemm Hut 中村好文 住宅特集　2011.02
12
2011 風の間 芦澤竜一 住宅特集　2012.12
13
2014 二重屋根の家 末光弘和+末光陽子 住宅特集　2014.04
14
2014 如風庵 光島裕介 住宅特集　2015.04
15
2015 リビングプール 増田慎吾+大坪克亘 住宅特集　2015.02
16
2015 Poly-house 藤原徹平 住宅特集　2014.11
17
2015 A　house for OISO 田根剛 住宅特集　2015.07
18
2015 On the water 日建設計 新建築　　 2015.10
19
2016 傘の家 末光弘和 +末光陽子 住宅特集　2016.06
20
2016 ラジエータハウス 中村拓志 住宅特集　2016.06
21
2016 虹を探す家 中村拓志 住宅特集　2016.06
22
2016 SHIRASU 鈴木亜生 住宅特集　2016.06
23
2016 千葉・版築のいえ 薩田英男 住宅特集　2016.11
24
2017 我孫子の家 青木弘司 住宅特集　2017.02
2017 伊達の家 青木弘司 住宅特集　2017.11
2018 版築ハウス 齊藤正轂 住宅特集　2018.03
2018 Todoroki House in Valley 田根剛 住宅特集　2018.07
A.屋根　　　　 B.壁　　　　C.テラス　































A B  C  D  E  F   G
A.屋根 D.開口部  E.床 G.吹き抜け
風
13 3.8.9.17.19 15.16 1.11.21
18.19 3.15 4.5.7.11.12.14.21 2.8.17.20.23 13.229.10.16
陽
A.屋根   F.外構B.壁
水
3.4.8.10 17.19 9.15.16.24
A.屋根　      B.壁　    C.テラス       D.開口部　       E.床          G.吹き抜け  B.壁　　 E.床　　    F.外構
2.20.23 6.12.14.22.24 4.11
地






2）東京大学生産研究所・原研究室　『SD別冊 NO.8 住居集合論 3東欧・中東地域の形態論的
考察』　鹿島出版　1976 年



































































( 現在の日数：34 日 )
約　　　   日183
沖縄・奄美
（参考都市：那覇）
( 現在の日数：96 日 )
約　　　   日105
東日本太平洋側
（参考都市：東京）
( 現在の日数：49 日 )
約　　　   日124
西日本日本海側
（参考都市：福岡）
( 現在の日数：57 日 )
約　　　   日141
西日本太平洋側
（参考都市：大阪）
( 現在の日数：73 日 )
●2100年における真夏日の年間日数予測
1.0 5.00
2.0 5.00
146
涼しく住まう工夫動線
外観パース
　設計提案①　都市部の気温上昇予測に向けた涼しい家
　設計提案②　4つの自然要素が巡る家
1.0 5.00
1.0 5.00
自然要素×躯体動線
外観パース
▲梁に「風」と「陽」を組み合わ
せた。風の梁は山谷風を内部に取
り入れる入口となる。
◀真ん中のブリッジの空間では
陽の梁による格子状の光と塔の
天井から光が差し込む。奥行き
のある広々とした空間で、寝そ
べって本を楽しむ。
◀15ｍほどの常緑高木を中心と
した樹木に囲われている。上を
見上げても空は断片的にしか見
えない。そのため、樹木と同じ
くらいの塔状のヴォリュームと
陽の梁によって内部に光を取り
入れる。「陽」「風」の自然要
素を宿した梁は躯体を支持しな
がら居住空間を貫く。梁には小
窓や可動ルーバーを設け、住み
手は時間によって開閉したり、
角度を調整したりしながら、自
然を感じる。
▲塀に穿たれた4つの穴から入り
その先の植物、水盤をを通り、中
庭に涼しい風を呼び込む。
◀夏には中庭に面した引き戸を開
放することで、ダイニングキッチ
ンは塀まで延長される。
その際に中庭と一体になるよう雨
樋を曲げて引き戸と重ならないよ
うにした。
◀地下のコンクリート造で冷え
た空気を、階段に設えたファン
で上のリビングに届ける。2階へ
向かう階段の先にはトップライ
トを設け、冬は真上から日差し
を取り入れ温める。
住宅を構造的に支える中心のコ
アが温まったり、冷えたり、季
節に対応して温度変化する。厳
しい夏の暑さ、冷える冬に対し
て、建具を開閉することでコア
の温度を調節し、快適な住環境
をつくる。
▽Top Level　GL+11000
▽3FL　GL+5200
▽2FL　GL+3100
▽1FL　GL+500▽GL±0
▽BLF　GL--2000
▽Top Level　GL+7720
▽2FL　GL+2850
▽1FL　GL+400
▽GL±0
夏＿引き戸を開放したDK
